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我々は非常に光度変化の遅い新星V5558 Sgrにおいて、発見直後の 2007年 4月 16日か
































































































































図:(上)V5558 Sgrの光度曲線 (VSNET, AAVSO, ASAS-3, Pi of the Sky のデータに基づ
いて作成)。発見後ゆっくり増光し、数度の鋭い極大を示してゆっくり減光するという珍
しい光度曲線を示した。縦軸が我々が分光観測を行った日を表す。(下)JD2454370辺りの
再増光前後のスペクトル。極大付近の 9月 25日のスペクトルでは、P Cyg型の線輪郭の
青方偏移した吸収成分が強くなっている。
Reference: Tanaka, J., Nogami, D., Fujii, M., 他 5人の共著, 2011, PASJ, 63, 911
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